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４ ある整数から，次の＜操作＞をくり返し行い，＜操作＞でできた数を順にならべて

列をつくります。

＜操作＞その整数が偶数ならば 2 で割り，奇数ならば 3 倍して 1 を足す
ぐう き

例えば，11 から＜操作＞をくり返し行うと，

11 は奇数なので，11 を 3 倍して 1 を足して，1 回目の＜操作＞でできた数は 34 と

なります。次に，34 は偶数なので，34 を 2 で割って，2 回目の＜操作＞でできた

数は 17 をなります。

このようにしてできた数を順にならべると

34，17，52，26，･････

という数の列になります。このとき，26 ができるまでに＜操作＞は 4 回行っていま

す。

次の各問いに答えなさい。

(1) 13 から＜操作＞をくり返し行います。はじめて 1 ができるのは＜操作＞何回行っ

たときですか。

(2) 10 から＜操作＞をくり返し行います。 2022 回目の＜操作＞でできる数はいくつ

ですか。

(3) 7 回目の＜操作＞を行ったときにはじめて 1 ができるような数をすべて求め，

小さい順に答えなさい。
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(1) 13 → 40 → 20 → 10 → 5 → 16 → 8 → 4 → 2 → 1 となるので，

操作を 9 回 行ったときです。

(2) 10 → 5 → 16 → 8 → 4 → 2 → 1 → 4 → 2 → 1･･･(ｱ)となるので，

5 番目の数字から「4，2，1」･･(ｲ) の 3 個の数字をくり返す。

2022 回目の数字は，(ｱ)の 2022 ＋ 1 ＝ 2023 番目の数字なので，

繰り返しの 2023 － 4 ＝ 2019 番目の数字。

よって，2019 ÷ 3 ＝ 673 より，(ｲ)の最後の数字。

つまり，1 です。

(3) 「初めて 1 ができる」に注意して，逆をたどると，

1 ← 2 ← 4 ← 8 ← 16 ← 32 ← 64 ← 128
21

5 ← 10 ← 20
3 ･･のようになるので，

小さい順に 3，20，21，128 です。
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